
平成30年７月 市長定例記者会見 

2018年７月２日(月) 

午後１時30分 開始 

【秘書広報課長補佐】 それでは、定刻となりましたので、ただいまから平成30年７月市

長定例記者会見を始めます。 

 最初にお知らせを申し上げます。記者クラブの方に異動がございまして、本日初めてこ

の会見に参加されます記者の方をご紹介申し上げます。 

【記者】 ＜記者挨拶＞ 

【秘書広報課長補佐】 ありがとうございました。 

 本日の会見の進行につきましては、お手元の次第のとおり、最初に市長の挨拶、その後、

事業発表をいたします。質問につきましては、事業発表についてからお願いしたいと思い

ます。事業発表に係る質疑応答が終了いたしましたら、次第の３番目、フリーの質疑応答

へと進行させていただきます。 

 なお、ご質問の際は、お手数でございますが、ご自席のマイクのスイッチを入れていた

だきまして、ご質問の後はお切りいただきますようご協力お願いいたします。 

 終了は14時30分を予定いたしております。ご協力のほどお願い申し上げます。 

 それでは、市長、よろしくお願いいたします。 

【市長】 では、よろしくお願いします。 

 まず、６月18日に発生しました大阪府の北部の地震により甚大な被害が発生しておりま

す。お亡くなりになられました方、また被災されました方に心からお見舞い申し上げます。 

 また、29日には米原市でも竜巻の被害ということで発生しております。被災されました

方々に心からお見舞い申し上げます。 

 さて、６月議会が終わりまして７月ということで、いよいよ夏本番になってまいります

けれども、新しい話題としますと、６月１日にダイヤモンド・プリンセスが来年の11月に

寄港していただくということが決まったところでございまして、もう一つは、５月19日に

キハ28を金ケ崎の赤レンガ倉庫の横に設置しておりましたが、先日、内覧会をさせていた

だきまして400人を超える方たちに乗車いただいたということで、非常にありがたいと思っ

ています。新しい観光スポットになればということで思っています。 

 もう一つは、今日の夕方から行くんですけれども、３日から６日まで、姉妹都市であり

ます中国の台州市に行かせていただきます。３年前は行けていませんので初めての訪問に

なりますが、姉妹都市ということで、しっかりと友好の絆を結んできたいというふうに思

っております。 

 今日は事業概要５つほどありますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

【秘書広報課長補佐】 続きまして、事業発表をお願いいたします。 

【市長】 １つ目は、福井しあわせ元気国体・障スポの敦賀市開催50日前記念イベント、

炬火集火式及び手作り歓迎アート披露贈呈式の実施についてです。 

 いよいよ福井しあわせ元気国体・障スポの敦賀市開催まで残り70日余りとなりました。

目前に迫りました国体・障スポの開催に向けまして、市民の開催機運を高めるために、７

月28日土曜日に、国体・障スポ敦賀市開催50日前記念イベントとして炬火集火式及び手作

り歓迎アート披露贈呈式を開催いたします。 
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 内容は、先月６日、７日に実施しました採火イベントでおこした火を一つに集火して国

体・障スポの敦賀市の火を誕生させるイベントでございます。市民の皆さんから公募しま

した敦賀市の炬火名の発表と表彰も行います。また、現在、市内の小学校の児童及び高校

の生徒に制作をいただいております歓迎アートの披露贈呈式も行います。 

 今回のイベントは、例年、敦賀商工会議所青年部が開催しております敦賀氣比の杜フェ

スタと連携し、同会場にて実施します。 

 詳しい内容につきましては配付資料をごらんいただきたいと思います。 

 ２つ目ですけれども、暴力追放敦賀市民会議決起大会の開催についてです。 

 ７月７日土曜日午前９時から南公民館におきまして、市民による暴力団排除意識を具体

的な行動として実現させ暴力団排除の機運を高めるとともに、組織の弱体、壊滅を図るこ

とを目的に、一昨年と昨年も行いましたが、引き続き暴力追放敦賀市民会議決起大会を開

催いたします。今年は、本町１丁目の商店街アーケードを街頭行進する予定になっていま

す。 

 ３つ目ですけれども、平成30年度敦賀市職員採用候補者後期試験を実施いたします。 

 今年度は、短大、高校卒業程度の事務職、土木技師及び電気技師を募集します。受付期

間は８月３日金曜日から17日金曜日まで。１次試験は９月16日日曜日、敦賀市役所で行い

ます。２次試験は10月中旬、最終合格発表は10月下旬を予定しております。 

 職員募集に当たっては、定員の適正化を念頭に、定年退職等による欠員補充、各年度に

おける採用バランス等を考慮し実施することといたしております。 

 続きまして、４つ目ですけれども、市立敦賀病院職員の平成30年度敦賀市職員採用候補

者後期試験を実施します。 

 今回募集する職種は薬剤師、臨床工学技士等で、それぞれの採用予定人数は別紙の資料

のとおりです。受付期間は８月３日金曜日から８月17日金曜日まで。第１次試験は９月16

日日曜日に市立敦賀病院で行います。２次試験は10月中旬、最終合格発表は10月下旬を予

定しております。 

 最後に、平成30年度敦賀美方消防組合職員採用候補者試験を実施します。 

 受付期間は８月３日金曜日から17日金曜日まで。第１次試験は９月16日日曜日に消防本

部で行います。２次試験は10月下旬、合格発表は11月中旬を予定しております。 

 こちらも職員募集に当たっては、消防力の強化を念頭に、各年度における採用バランス

等を考慮し実施するということで実施しております。 

発表項目は以上です。 

【秘書広報課長補佐】 それでは、ただいま発表いたしました項目についてご質問をお受

けしたいと存じます。 

 最初に、幹事社さんからお願いいたします。 

【記者】 敦賀市は従来から短大、高校卒程度の区分、しかも１名という採用人数なんで

すけれども、近年ずっとこんなものなのでしょうか。 

【総務部長】 前期と後期に分かれておりまして、今回募集いたしますのは後期試験とい

うことでございます。 

【記者】 後期試験なんですか。だからこうなっているんですね。 

【総務部長】 はい。 
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【記者】 わかりました。 

【秘書広報課長補佐】 そのほか特段ございませんか。 

 続きまして、幹事社さん、どうぞ。 

【記者】 暴力決起大会のことでお伺いしたいんですが、これはいつからされているので

しょうか。 

【市民生活部長】 この運動は２年前から行っております。 

【市長】 行進は２年前からやっているんですけれども、ですから今回で３回目ですが、

決起大会はずっとやっていると思います。 

【市民生活部長】 決起大会は28年からです。 

【記者】 これ後ろの方にも書いてあるんですが確認で、これは正木組が恐らくあったか

らかとは思うんですが、今はもうなくなった中でもう一回やるというのは、改めてなぜな

のでしょうか。 

【市民生活部長】 仮処分命令が決定されまして、その結果、組織の弱体を図る一つの目

的は達成されたわけなんですが、その後も暴力団関係者による事件、それから逮捕事案が

発生しておりまして、いまだ市民に対する脅威は排除されておりません。また、ほかの暴

力団組織による進出や抗争等も懸念される現状から、さらに結束を強め、市民の暴力団排

除意識の継続と高揚を図ることによって、地域からの完全排除等を目的に今回も行うとい

うものでございます。 

【記者】 わかりました。ありがとうございます。 

【記者】 先ほどの暴追の関係なんですけれども、これは市の例えば公共事業とかの落札

業者で、これまで排除したような事例というのは、ここ何年間かであったんですかね。直

接的な暴力ということじゃなくて。 

【市長】 済みません。私の方では存じ上げませんけれども、多分、指名に入る時点でそ

ういう事業者さんは入れないんだというふうに理解しているんですけれども。 

【秘書広報課長補佐】 よろしいですか。発表項目についてご質問はないということで。

──ありがとうございます。 

 それでは、次第の３番目に移らせていただきたいと思います。 

 フリーの質疑応答へと行きます。これも幹事社さんからよろしくお願いいたします。 

【記者】 市長、６月30日の規制委員会の地元意見交換のことですけれども、市長はお休

みだったと思うんですけれども、そのお休みの理由と。 

 それからもう１点は、当日、更田委員長の方から乾式キャスクのお話が出ていまして、

これまでどおり推奨したいということであったんですけれども、もんじゅ廃炉に鑑みても

やっぱり推奨したいというふうなお話でしたが、その件に関して、全原協会長としてはキ

ャスクへの考え方がもしありましたらお聞かせ願えないかなと思います。 

【市長】 全原協の会長ですか。敦賀市長でいいですか。 

【記者】 敦賀市長でいいです。 

【市長】 30日につきましては、もともと30日は出席できないという中で、６月18日に知

事とともに東京に行って意見交換を行うという段取りになっていました。ご存じのように

地震が起きまして参加できなかったんですけれども、そのときに知事の方から私の意見に

ついては発言していただいておりますし、その要旨についてもお渡ししているという状況
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ですので、30日については、私は当初の予定どおり行かなかったということでございます。 

 それからもう一つ、乾式貯蔵につきましては、そういうご意見があったということは伺

いましたけれども、地元とするとそういう云々ではなくて、私どもは敷地外に、早く県外

に搬出というのがメーンですから。規制委員長が別に権限なくて、ただ聞かれたからそん

な感じで答えたという内容だと思っています。 

【記者】 特段それに対してお答えするようなことは今のところないという感じですかね。 

【市長】 そうです。ですから、規制委員長が意見を述べて、こうしましょうという方針

を出したわけではなくて、そっちの方がいいんじゃないですかみたいな個人的な感想を言

われただけだと思っていますので、私どもにとって特にコメントするような内容ではない

と思っています。 

【記者】 市長の個人的な見解をお尋ねしたらいかんのかもしれませんけれども、キャス

クで中間貯蔵するということに関しては、県知事の考えとは別に、市長個人としてはどう

いうふうにお考えですか。 

【市長】 そういう議論ではなくて、私どもとすると早く持って出ていってほしいという

のが一番大前提です。ですから、乾式にするとか池に置いておくとかでなくて、そういう

議論ではなくて、早く持っていってねという話なんです。 

【秘書広報課長補佐】 続きまして、同じく幹事社さん、よろしくお願いいたします。 

【記者】 関連で。同じく30日に更田委員長が、低レベル放射性廃棄物についても敷地内

での処分は、技術的にもコスト的にも安全面についても可能性はあるのではないのか、と

いうお話をされていたんですが、それに対しての市長のご感想というかご意見というのは

いかがでしょうか。 

【市長】 それも何をもっておっしゃっているのかがよくわからなくて、何の権限でおっ

しゃっているかもよくわからないです。私どもとすると、そういう約束はしておりません

し、事業者との約束の中では敷地外に持っていくという約束ですので、発言の趣旨がよく

わかりませんし、ただ単純に個人的な感想とか意見を述べられた程度かなというふうに思

っております。それが規制委員会としてそういう方針を持つということであれば非常に問

題がありますので、それについてはやはり抗議しないといけないと思います。 

【記者】 今市長がおっしゃった問題というのは、どういった点が問題だと思われますか。 

【市長】 規制委員会として、立地のところに、敷地内に埋めなくてはいけませんよみた

いな方向性を持つということであれば、それはまずいと思います。ですから、そういうご

意見として、個人的なご意見として、特に方向性があるわけでなくて、そんな気持ち、そ

んなふうに思うかなみたいな程度の発言だと理解しています。 

【記者】 今の段階では、発言に対して何か地元から意見を言ったりとかいう考えはない

ということでしょうか。 

【市長】 はい。発言内容を見させていただきますと、積極的にそういうことを進めてい

こうという意図はないと思いますので。そうすると、ただ単純に、聞かれたからそういう

意味合いのことを言ったという意味だと思いますけれども。 

【記者】 何かアクションを起こしたりというのは考えてないと。 

【市長】 今はその必要がないと思っています。 

【秘書広報課長補佐】 それでは、各社お伺いいたします。ご質問がございましたら挙手
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をお願いいたします。 

【記者】 先ほど、６月18日に東京に行かれる予定で、地震がありましたので、要旨を規

制委員会の方には西川知事が読まれてというふうなことでお伺いしたんですが、項目だけ

申し上げるという形で西川さんがしゃべって、発言の中では、知事もやっぱり敦賀の市長

というのはもうちょっと切実な思いを持っていらっしゃるのでというふうなことをおっし

ゃっていました。意見交換の場がああいう災害で、対面でというのは難しかったと思いま

すけれども、改めて、そういう意味で項目だけ申し上げたというところで今の段階では終

わっていますが、規制委員会の方に、今この時点で伝えておきたいことは何かあるのでし

ょうか。 

【市長】 伝えておきたいというか、一番確認したかったなと思いますのは、今までは規

制庁とか規制委員会へ行っても、私どもと話をしても、規制委員会とは話できませんし、

規制庁の方と話をしても、頭どりだけで、話の内容についてはオープンにならなかったん

ですね。 

 今回は規制委員長が全部オープンにして話し合いたいとおっしゃっているんですけれど

も、じゃ、今後、私たちが会いたいといったときにフルオープンで会ってくれるのかなと。

自分が会いたいときだけ都合よく出てこいという話なのか、私たちも、例えばもんじゅの

ときにどうなるんだとか、原電の２号機の活断層のときにどうなるんだということを地元

としては議論したかったんですけれども、そういうときには一切対応してくれなくて、今

になってお話をされると。また、規制委員会の権限以外のことでもちょこちょことコメン

トされるというのはいかがなものかなと思っているんですが。やはり私どもがお会いして

話をしたいといったときに、そこもオープンで会っていただけるのかというのが一番知り

たいところですね。 

【記者】 それについては別に、渡されて、打ち返しというか、それはまだないんですね。

打ち返しがある性質のものなのかどうかわかりませんけれども。 

【市長】 この間の会見は、ずっと見ていましたけれども、投げて返事をするというキャ

ッチボールは余り盛んになかったような気がしました。ですから、直接お会いしてしゃべ

っても、それに対して答えていただけるかどうかはわからないと思いました。 

 やってみないとわからないので、余り失礼なことを言うと申し訳ないのですけれども。 

【記者】 わかりました。ありがとうございます。 

【記者】 同じく、この間の更田委員長が来たときの意見交換の話になるんですけれども、

市長、６月18日には東京へ行けなかったので、普通考えたら、こっちへ来るのならば直接

そこの場に出て言いたいことを言われたらよかったんじゃないかなとは思うんですけれど

も、それは出席しようと思ったらできたけれども行かなかったのか、それとも何か差し支

えがあったのでしょうか。 

【市長】 もう既に段取りを組んでいましたので、出席できない状況だったというところ

です。 

【記者】 先日の会合には、滋賀県であるとか岐阜県であるとか隣接県からも担当者が来

ていたわけですけれども、そして一応ＵＰＺ30キロ圏内の地元関係者として意見を述べて

いたんですけれども、地元中の地元の敦賀市と福井県からすれば、本来地元じゃないと考

えている隣県が出ているから行かない方がいいとか、そういう判断ではなく、単にもう段
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取りを組まれていたので行かなかったと、そういう理解でいいんですか。 

【市長】 段取りを組んでいたので行けなかったんですけれども、そういう理解でいいん

ですけれども、別枠で知事と敦賀市と会見を持とうとしましたのは、やっぱり立地という

のはそれぞれ歴史もありますし、抱えてきた流れもありますので、そういうことをきちん

と聞いてほしいということがありましたので、時間的なものもありますから、そういうの

で18日を予定したということです。 

【記者】 関連なんですが、先ほど市長、委員長にお伝えしたかったことを話されている

中で、権限以外のことにもコメントされるのはいかがなものかというふうにおっしゃって

いましたが、その言葉というのは、今回の例えば乾式キャスクについてですとか低レベル

放射性廃棄物の処分のことに言及されたことについてもそのように思われているのでしょ

うか。 

【市長】 私も市長なので、発言するときにいろいろ考えて発言しないといけないなと思

って発言します。ですから、規制委員会の委員長さんであれば、自分の言葉の範囲という

か影響力というのも考えないとだめだと思います。ですから、例えば乾式貯蔵を敦賀の敷

地内にどうかという話をするのであれば、まず私たち、立地の人たちに、私も含めて市民

の皆さんに、そういう可能性はあるかどうかという打診がないとまずいんじゃないかなと

思います。ですから、突然、言われましたけれどもどう思いますかと言われるってどうな

のかなということがあります。ですから、やっぱり発言については慎重にしていただきた

いですし、それに対する反応というのも当然起きますので、それに対しての反応をどうご

自分で収束されるのか、また責任をとられるのかというのは考えて発言してもらわないと、

私たちが振り回されてしまう可能性もありますし、その辺は十分に考えていただきたいな

と思います。 

【記者】 あともう１点。ああいった意見交換の場というのは今後も、委員長は今後も積

極的にやりたいというお話をされていましたが、立地としては、周辺も巻き込んだ意見交

換の場というのは求めていきたい、必要だ、というようには考えていらっしゃいますか。 

【市長】 何を目的にされているのかというのがいまいち見えてこないので、私もコメン

トしにくいところがあります。 

 私どもとしますと、やはり規制委員会の第一義の目的としますと、今ある原子力発電所

が安全なのかどうか、それに対して再稼働するべきなのかするべきじゃないのかという審

査を進めていらっしゃいますが、結構時間がかかっているんですね。パワーも足らないし

人も増やしてほしいけれども予算もないしみたいなことをおっしゃっていますけれども、

それを考えたときに、停まっている不利益ということがやっぱりあろうかと思います。要

は、化石燃料を買ったりする不利益というのがあります。そういうことを考えると、もう

少し仕事が順調に進んでいればいいんでしょうけれども、そこ以外のところにエネルギー

を使うのであれば、できればですけれども、早くしてほしいなというところに気持ちが行

きます。 

【記者】 何点かお聞きしたいことがあるんですけれども、もんじゅの燃料取り出しが一

応この間の規制委員の監視チームの中で７月下旬にも始めたいというふうに原子力機構の

方が示しているんですが、それについて、市長、ご見解というか、もんじゅの廃炉がいよ

いよ本格化するなという段階で、今の市長の率直なご感想をお聞かせいただければと思う
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んですけれども。 

【市長】 ７月下旬というふうに伺っていますけれども、私どもとしますと、とにかく安

全に、事故のないように慎重にやっていただきたいというのが正直なところです。それが

一番です。 

【記者】 本当に安全にということですけれども、いろいろ廃止措置計画を出して、その

後、ＪＡＥＡも組織改編もして、いろいろ訓練もやって廃炉に備えている段階ですけれど

も、市長として、いろんなご説明も受けられていると思いますし、そういうのを踏まえて

ですけれども、今の原子力機構が廃炉に臨む体制であったりとか組織の改革とかですけれ

ども、改めて安全に作業ができるというふうに市長としてもお感じになっているのかとい

うのをお聞きしたいんですけれども。現在の機構の取り組みに対してどういうふうに思わ

れているか。 

【市長】 組織を変えて、体制を変えて、そして点検とか教育、訓練を十分にやった上で

やるということですので、きちんとできるだろうということを期待していますけれども、

絶対、万が一が起きないように、きちんとやってほしいと思っています。 

 いろんな事象が起きていましたけれども、それについての分析も改めてやったというこ

とも聞いていますので、その中で本当にできてほしいと思っています。 

【記者】 市民の方々の中にも、いまだに本当に大丈夫か、実際に100％の信頼を置ける組

織ではないというのはみんな感じているところで、何かあるんじゃないかというような不

安を感じている人もやはり多いというか、実際に市長も本当に100％安全だと思っているか

どうかも本心はわからないですけれども。万が一、何かトラブルとか、今後想定される、

大なり小なりある可能性もあると思うんですけれども、そうなったときに市としてどうい

う対応をとっていきたいかというようなお考えが今の段階であれば、お聞かせいただきた

いんですけれども。すぐに報告を欲しいとか、自ら見にいくとか、どういうような対応を

とっていきたいかというのがあれば教えていただきたいんですけれども。 

【市長】 それは、たらればの話になりますので答えられないと思いますが、もし万が一

不具合が発生しそうだと感じたのであれば、進めずに立ちどまって、もう一回確認して、

戻るのか前に進むのかというのを確認してやっていただければいいんじゃないかなという

ふうに思っていますし、結構ヒューマンエラーといいますか単純ミスというのが続いてお

りましたから、それについてはきちんと確認をして、起こらないようにしてもらって進め

ていただきたいというふうに思っています。 

【記者】 国の方が８月に大飯原発、高浜原発の同時事故を想定した訓練を行うと先日お

っしゃっていましたけれども、それに関して、敦賀市としては、例えば受け入れる側とか

参加するご意思があるかどうかをお聞かせ願えますか。 

【市長】 それは部長の方が聞いていると思いますので、部長の方から答えます。 

【市民生活部長】 県の方からその訓練をする予定を聞いておりますので、敦賀市として

も必要な協力、それから避難の方の受け入れの協力も求められておりますし、それに対応

していきたいと思っております。 

【記者】 市庁舎の問題ですけれども、基本計画が策定されて、これから計画どおり進ん

でいくとは思うんですけれども、前回の会見のときにも質問したんですが、市民説明会が

３日しかなくて、実際、私、全部参加したんですけれども、参加されている方が本当に物
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すごく少なくて、パブリックコメントなんかでも、やはり本当に３日でよかったのかと、

もっと説明するべきではなかったかという意見もあったようなんですけれども、市民が市

庁舎の建て替えというのは結構な関心事だと思うんですけれども、これからもそういう市

民説明会であるとか、あるいは市民の意見を聞いたりとか、そういう場は適宜設けていく

ということでよろしいんでしょうか。 

【市長】 庁舎に関してですか。適宜それは設けていく段取りでおりますけれども、そん

なに回数は多くないかもしれませんが、設けていきます。 

【記者】 改めて３回は適切だったと思いますか。 

【市長】 市民の皆さんの関心事というのが庁舎に高いのかどうかというのは、毎日来ら

れるのは私どもぐらいなので、そういうところもあると思いますけれども、３回というの

は別に、適当だったというふうに私は思っています。 

 今、ざぶとん会を開いて市民の皆さんと語る会をやっていますけれども、それでも庁舎

についてしっかり詳しく言ってくれという人は少ないなというふうに感じています。 

【記者】 庁舎の件では、設計会社はまだ決まってなかったんでしたっけ。設計会社も決

まったんでしたっけ。──設計会社が決まった段階でしたね。わかりました。それだけで

す。 

 それと、アクアトムの前の土地なんですけれども、この間、議会全部聞かなかったんで

すけれども、市長裁量であそこは一応市が先行取得することになったという理解でよろし

いんですか。 

【産業経済部長】 アクアトムの前の土地の部分でございますけれども、いきさつとしま

して、神楽１丁目の商店街とか、あと地元の区とか、そういったところで活き活き神楽門

前町会議という、住民と、あと気比神宮の方も入っていただいていますし、あと港都つる

がさんがサポートをしていただきまして、いろんな神楽１丁目の活性化についてのビジョ

ンができまして、その中でそういった場所が一つ拠点になるであろうということで、そち

らの土地の方を取得して解体を行っているというところです。 

【記者】 そんなにあの角地、使い勝手があるんですか。 

【産業経済部長】 活用の方法でございますけれども、そのビジョンにもありましたよう

に、駐車場と、あと多目的広場、地元の方々がまたイベントを行うとか、また周りのいろ

んな団体の方にお貸ししてそういったイベントに使っていただく。そういったところで、

今後そういった計画で、一応ビジョンではうたってございますけれども、今後またそうい

った設計等の部分については、またこれから練っていきたいと思っているところです。 

【記者】 わかりました。 

 そうしたら、ちょっと確認までですけれども、市が先行取得することに関して、何か先

行取得の判断の材料の中で、市長の意向も加味するところがあると思うんですけれども、

そういうことではなかったということでいいんですか。市長裁量は全然関係なしだったん

ですか。 

【市長】 活き活き門前町の方でそういう計画が出てきましたので、それはやる気を出し

ていただいたんだったら、ぜひやらなあかんなということで、させていただいています。 

【記者】 なるほど。わかりました。 

 それと、別のやつでもう１件だけ。済みません。 
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 井の口川のところ、今ホテルを建てていると思うんですけれども、こどもの国のところ。

あそこのボートのつり上げ施設なんですけれども、先般県の方を取材しましたら河川法の

特例で認めたということなんですよね。新聞に書いたんですけれども。敦賀市役所にも一

応地元自治体としてお話しして了解してもらったと言っているんですけれども、これは本

当にそういうことだったんですか。市はどういう認識だったのでしょうか。突起物に関し

て、川に出るつり上げのアームですよね。あれは通常、河川法で、多分、全国的にもかな

り珍しいものじゃないかと思うんですけれども。 

 これはあくまで県が何か説明したというので聞いているんですよ。説明されていなかっ

たらされていないで結構なんです。 

【市長】 県の方が許可権者なので、県の方に聞いていただいた方がわかりやすいと思う

んです。 

【記者】 それがね、市長、あれなんですよ。県が許可権者なんですけれども、一応地元

自治体に照会をかけるというのが行政手続の中に入っているみたいなので、一応市の方に

説明して市の了解もとったんだという話らしいんですよ。 

【副市長】 意見照会はありました。特に河川関係上は支障がないだろうということで回

答しております。 

【記者】 何かかなり珍しい。 

【副市長】 基本的に、ああいう許可というのは、河川の使用とか、あるいは流れという

んですか、それに支障がなければ、県としては許可せざるを得ないものだろうというふう

に認識をしております。河川というのは基本的には使用は自由でございますので、原則と

しては。それで、河川の流れというか、そういうのに支障がある場合については許可しな

いことができるのだろうと思いますけれども。そういった方面で、私どもの方で、どちら

かというと特に意見を申し上げるべき立場にもないんですけれども。 

【記者】 敦賀市としては支障がないという、地元自治体としては支障がないということ

ですか。 

【副市長】 そういうことです。 

【記者】 許可権者じゃないけれども。 

【副市長】 いや、意見照会があったので。県下で意見照会があった際に、許可権者じゃ

ないから回答する立場にないですというのは言えませんから。 

【記者】この質問の趣旨は、河川法の例外事項というのはどこまでが例外で、どこまでが

例外じゃないのかというのはなかなか説明しにくいので。その当たり、地元の自治体はど

ういったお考えで見られたかなというのを聞きたかっただけなんです。だけど、特に流れ

に支障がないから、別に県のご判断にお任せしたという、そういう感じでしょうか。 

【副市長】 そんな感じですね。 

【秘書広報課長補佐】 それでは、ほかにいかがでしょうか。よろしいですかね。 

 それでは、これをもちまして７月の市長定例記者会見を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

                               午後２時11分 終了 
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